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そ
の
他
の
主
な
事
業

７

災害発生時に避難情報が受信機に届けられます

防
災
行
政
無
線
の
整
備

２
億
９
８
１
０
万
円

大
型
自
動
車
免
許

　
　
　
　

取
得
費
用
へ
の
助
成

　
　

２
０
２
万
円

　

防
災
行
政
無
線
を
現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ

変
更
す
る
工
事
と
合
わ
せ
て
、
災

害
時
に
町
民
へ
正
し
い
情
報
を
伝

達
し
、
安
全
な
避
難
誘
導
な
ど
を

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
町
内

各
家
庭
へ
防
災
行
政
無
線
の
個
別

受
信
機
を
設
置
し
ま
す
。

◎
事
業
内
容

　

・
親
局　
　
　
　
　
　
　

１
局

　

・
基
地
局　
　
　
　
　
　

２
局

　

・
移
動
系
無
線　
　
　
　

30
台

　

・
屋
外
拡
声
子
局　
　
　

３
局

　

・
個
別
受
信
機　

２
５
０
０
台

■
職
員
住
宅
新
築
工
事

　

職
員
住
宅
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
２
棟

　

４
戸
の
新
築　

７
５
９
２
万
円

■
地
区
集
会
施
設
整
備
費
補
助

　

金
（
漁
村
環
境
改
善
総
合
セ

　

ン
タ
ー
）

　

給
水
給
湯
設
備
や
暖
房
設
備
等

　

の
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助

７
１
５
万
円

■
佐
呂
間
保
育
所
エ
ア
コ
ン
設

　

置
工
事

　

エ
ア
コ
ン
の
な
い
教
室
へ
の
設

　

置
工
事　
　
　
　

７
０
７
万
円

■
児
童
公
園
遊
具
更
新
工
事

　

児
童
公
園
の
滑
り
台
・
シ
ー
ソ
ー

　

の
更
新　
　
　
　

４
３
１
万
円

■
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　

農
用
地
等
の
保
全
管
理
活
動
に

　

対
す
る
補
助　

４
９
６
６
万
円

■
道
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

　

（
若
佐
地
区
）

　

実
施
設
計
、
送
水
管
敷
設

９
３
８
１
万
円

　

大
型
自
動
車
等
の
運
転
業
務
従

事
者
の
不
足
が
町
内
で
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
事
業

所
が
従
業
員
に
大
型
自
動
車
等
の

免
許
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
費
用

を
負
担
す
る
場
合
、
事
業
所
に
対

し
対
象
経
費
の
３
分
の
２
を
上
限

に
町
が
助
成
し
ま
す
。

◎
事
業
内
容

　

・
大
型
自
動
車
免
許　

５
名
分

　

・
大
型
特
殊
自
動
車
免
許　２

名
分

　

・
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許

１
名
分

６

　 会 計 区 分 　
　 ２ 年 度 　
　 当 初 予 算　

　 元 年 度 　
　 当 初 予 算　

　 対 前 年 度　
　 増 減 額　

増 減 率

　 一 般 会 計 　 52 億 1561 万円 49 億 3218 万円 2 億 8343 万円 5.7％

特　

別　

会　

計

簡 易 水 道  3 億 5321 万円 4 億 6585 万円 ▲ 1 億 1264 万円 ▲ 24.2％

国 民 健 康 保 険  8 億 9052 万円 8 億 2716 万円 6336 万円 7.7％

公 共 下 水 道   2 億 4290 万円  2 億 2533 万円 　　1757 万円 7.8％

介 護 保 険   5 億 2412 万円  5 億 2621 万円 　　　▲ 209 万円 ▲ 0.4％

介護サービス事業   2 億 5896 万円 2 億 6236 万円 　　▲ 340 万円 ▲ 1.3％

後 期 高 齢 者 医 療 　　　9137 万円 　9194 万円 　　　▲ 57 万円 ▲ 0.6％

　 合 計 　 75 億 7669 万円 73 億 3103 万円 2 億 4566 万円 3.4％

　

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
次
の
当
初
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

■
令
和
２
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
予
算

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

■
令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
予
算

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
予
算

■
令
和
２
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
予
算

■
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

　

提
案
さ
れ
た
各
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
議
長
を
除
く
９
名
の
議
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
付
託
し
て
審
議
を
行
う

こ
と
を
決
め
、
６
日
に
開
催
さ
れ

た
特
別
委
員
会
で
は
委
員
長
に
但

木
委
員
、
副
委
員
長
に
船
木
委
員

を
選
任
し
、
９
日
に
集
中
審
議
を

行
っ
た
結
果
、
原
案
可
決
と
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
11
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
但
木
委
員
長
よ
り
審
査
結

果
報
告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し

た
。

予算

特別委員会

委員長報告
（要旨）

　

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
図

ら
れ
る
施
策
・
事
業
と
な
っ
て
い

る
か
、
前
年
度
決
算
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
重
点
を

お
き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
予
算
の
42
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
増
額
、

町
税
も
農
林
水
産
業
の
好
調
を
受

け
、
前
年
度
か
ら
増
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

は
各
種
基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り

図
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
新
た
な
行
政

課
題
も
考
慮
し
、
事
業
の
必
要
性
・

妥
当
性
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
方
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
課
題
に
取
り
組
み
、
住
民

の
営
み
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
当

然
で
す
が
、
緊
急
性
・
将
来
性
・

効
率
性
な
ど
の
精
査
を
行
い
、
安

定
的
な
財
政
運
営
と
安
全
で
安
心

な
町
づ
く
り
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

■
地
場
産
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

　

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
取
替
工
事

　

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
取
替５

４
８
万
円

■
漁
港
修
築
事
業
地
元
負
担
金

　

浜
佐
呂
間
漁
港
の
維
持
保
全
等

３
１
７
３
万
円

■
富
武
士
漁
港
公
衆
ト
イ
レ
改
修

　

工
事

　

外
壁
・
屋
根
の
改
修
及
び
和
式

　

便
器
の
洋
式
化　

２
６
５
万
円

■
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　

橋
梁
23
橋
の
点
検
及
び
共
立
橋

　

の
補
修　
　
　

４
７
５
０
万
円

■
夕
陽
が
丘
道
路
改
良
舗
装
工
事

　

改
良
舗
装
１
４
０
ｍ

２
５
５
７
万
円

■
浜
佐
呂
間
第
３
団
地
外
壁
等

　

改
修
工
事

　

外
壁
・
サ
ッ
シ
等
を
改
修

１
８
８
２
万
円

■
浜
佐
呂
間
小
学
校
改
修
工
事

　

校
舎
及
び
体
育
館
の
屋
根
・
外

　

壁
塗
装
な
ど　

１
５
２
５
万
円

大型免許取得者の確保が急務となっています
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患
者
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ

ろ
ま
に
行
か
な
く
て
も
薬
の
処
方

箋
を
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
う

こ
と
で
す
が
、
今
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
特
別
な
場

合
は
そ
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
よ

う
に
と
の
通
知
が
国
か
ら
来
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
例

外
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
必
要
な

方
は
ま
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
へ

電
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
方

が
こ
の
対
策
に
該
当
す
る
の
か
判

民

生

費

民

生

費

衛

生

費

衛

生

費

土

木

費

土

木

費

９

 

ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま

　
　
　

 

で
の
薬
の
処
方

副
町
長

　
　
　
　

　
　
　
　

　

髙橋

　

除
雪
請
負
業
者

　
　
　

に
対
す
る
補
償

　
　
　
　

　
　
　
　

８

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

予

算

特

別

委

員

会

質

疑

の

中

か

ら

　

役
場
庁
舎
の

　
　
　
　
　

電
気
契
約

　　　

佐藤

　
　
　
　

　
　
　
　

総

務

費

総

務

費

　３月９日に開催した予算特別委員会

で、令和２年度予算に関する質疑が行わ

れました。

（紙面の都合上、質問と答弁は要約しています）

　

Ｊ
Ｒ
石
北
線
の
今
後

総
務
課
長

　

民
生
委
員
の

　
　
　
　
　

活
動
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
対
策

・特集　まちの予算をみる　　・特集　まちの予算をみる

　
　
　
　
　

北
海
道
電
力
を
含
め

た
複
数
の
電
力
会
社
で
見
積
も
り

合
わ
せ
を
行
い
、
最
も
安
価
だ
っ

た
王
子
・
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
電
力

販
売
株
式
会
社
か
ら
現
在
は
購
入

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

佐藤

　
　
　
　

　
　
　
　

総
務
課
長

　
　
　
　
　

電
気
使
用
量
に
よ
っ

て
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
当

初
の
比
較
で
は
７
～
８
０
０
万
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　
船木

　
　
　
　

　
　
　
　

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
負
担
金

は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
赤
字
補
填
の
た

め
で
は
な
く
、
鉄
道
の
利
用
促
進

事
業
と
し
て
北
海
道
と
鉄
道
沿
線

の
市
町
村
が
総
額
２
億
円
を
Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
対
し
て
負
担
す
る
も
の

で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
つ
い
て

は
オ
ー
ル
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
負
担
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
を
利
用
す
る
市
町
村
と
し
な
い

市
町
村
で
負
担
割
合
は
違
い
ま
す

が
、
管
内
の
全
市
町
村
で
負
担
を

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
負
担
金
は
令
和
元

年
度
か
ら
２
年
間
の
み
の
措
置
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
船木

　
　
　
　

　
　
　
　

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
、
北
海

道
は
赤
字
補
填
は
行
わ
ず
に
、
国

に
負
担
を
求
め
て
い
く
と
言
わ
れ

　
　
　
　

　
　
　
　
加賀屋

　
　
　
　

　
　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

民
生
委
員
は

現
在
25
名
お
り
、
児
童
の
問
題
に

対
応
す
る
主
任
児
童
委
員
２
名
を

含
め
、
全
27
名
の
委
員
で
協
議
会

は
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
２
ヶ
月
に
１
回
協
議

会
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
委
員
間

の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
他
、

各
地
域
で
１
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
約
２
３
０
世
帯
に
対
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
月
に
１
回
発
行
し

て
い
る
ふ
れ
あ
い
郵
便
を
民
生
委

員
が
訪
問
し
て
手
渡
し
す
る
こ
と

で
、
安
否
確
認
や
相
談
事
の
聞
き

取
り
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。佐藤

　
　
　
　

　
　
　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
対
策
と
し

て
、
利
用
者
が
施
設
へ
来
ら
れ
た

と
き
、
ま
た
施
設
か
ら
迎
え
に

行
く
利
用
者
に
つ
い
て
は
迎
え
に

行
っ
た
際
に
体
温
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
利
用
者
に
対
し
て

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
洗
い
う

が
い
の
励
行
、
調
子
の
悪
い
方
や

熱
の
あ
る
方
に
は
利
用
を
控
え
る

　
　
　
　

　
　
　
　
佐藤

　
　
　
　

　
　
　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
付
い
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

佐藤

　
　
　
　

　
　
　
　

庁舎は電力会社の見直しやＬＥＤ化により節電に努めています

　

今
後
も
状
況
を
見
な
が
ら
契
約

先
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
は
北
海
道
・

国
・
関
係
機
関
と
の
協
議
の
中
で

示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
市
町

村
に
は
何
も
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

断
し
た
後
、
院
長
が
こ
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
患
者
か
ど
う
か
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
で
は

患
者
本
人
が
病
院
に
行
け
な
い
場

合
、
家
族
の
方
（
施
設
入
居
者
に

つ
い
て
は
施
設
の
職
員
）
に
代
理

で
来
て
も
ら
い
、
患
者
の
状
態
を

聞
い
て
薬
の
処
方
箋
を
出
す
と
い

う
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
こ
の
方
法
で
対
応
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

利用者の視点に立った薬局の利便性の向上が求められています

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
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町
長 

… 

現
在
の
収
集
体
制
で
は
収
集
回
数
の

　
　

 

　

 

増
加
は
で
き
な
い

　　

一 般 質 問一 般 質 問

　２名の議員が一般質問を行いました。

　（紙面の都合上、質問と答弁は要約しています）

　・一般質問①

10

・特集　まちの予算をみる　

　

若
佐
小
学
校
の

　

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
造
成

PTA の努力により整備されている若佐小スケートリンク

　

本
事
業
は
令
和
２
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

加賀屋

　
　
　
　

　
　
　
　

教
育
長

　
　
　
　

ブ
ル
ー
ム
ボ
ー
ル
の
リ

ン
ク
造
成
に
は
、
リ
ン
ク
を
囲
む

壁
な
ど
に
関
す
る
費
用
が
か
か
る

た
め
、
よ
り
高
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
負
担
し
て
い
る
機
械

や
燃
料
に
関
す
る
経
費
は
30
万
円

の
補
助
金
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
補
助
金
額
で
は
造
成

が
難
し
く
、
実
際
に
こ
れ
だ
け
の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
検
討

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
議
は

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教

育

費

教

育

費

　
　
　
　

　
　
　
　

　

小
学
生
学
習

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
事
業

三田

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
の
実
績

で
す
が
、
参
加
希
望
者
は
43
名
で
、

全
９
回
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が

実
際
は
７
回
の
開
催
と
な
り
、
１

回
の
平
均
参
加
者
は
25
名
で
あ
り

ま
し
た
。

管
理
課
長

　
　
　
　

補
償
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
状
況
、

他
の
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
調
べ

て
検
討
し
た
結
果
で
あ
り
、
各
請

負
業
者
に
も
納
得
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

副
町
長

　
　
　
　

　
　
　
　
船木

　
　
　
　

　
　
　
　

この冬は降雪が少なく除雪作業があまり行われませんでした

　

平
成
29
年
10
月
に
燃
や
す
ゴ
ミ

の
焼
却
施
設
で
あ
る
遠
軽
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
た
こ
と
に

よ
り
、
汚
れ
の
落
ち
な
い
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
や
す
ゴ
ミ
と

し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
燃
や
す
ご
み
の
収
集
量

が
増
加
し
、
資
源
ご
み
の
収
集
量

は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ゴ
ミ
の
収
集
は
じ
ん
か
い

収
集
車
２
台
、
ト
ラ
ッ
ク
２
台
、

収
集
人
員
６
名
で
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
遠
軽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
稼
動
後
の
ご
み
収
集
に
つ
い

て
見
直
し
を
協
議
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
の
体
制
で
は
資
源
ご
み

　

          

の
収
集
見
直
し
は
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
収
集
体
制
や
状
況
に
つ

い
て
は
、
常
に
委
託
業
者
と
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

は
委
託
業
者
で
収
集
人
員
の
確
保

が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
資
源

ご
み
収
集
の
見
直
し
は
人
員
的
に

難
し
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

　　

エ
ア
コ
ン
は
限
ら
れ
た
公
共
施

設
の
み
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
令

和
２
年
度
は
多
く
の
施
設
に
設
置

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

計
画
的
な
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に

つ
い
て
現
状
で
は
予
定
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
都
度
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

佐
呂
間
町
漁
村
環
境
改
善
総
合

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
昨
年
佐
呂

間
漁
組
へ
無
償
譲
渡
し
て
お
り
、

今
回
の
補
助
事
業
は
工
事
の
内
容

等
に
つ
い
て
も
佐
呂
間
漁
組
の
要

請
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
今

後
要
請
が
あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
に

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
課
長

　
　
　
　
　

本
年
度
は
降
雪
が
あ

ま
り
に
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
町

道
の
除
雪
請
負
業
者
か
ら
町
に
対

し
補
償
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
と
し
て
は
町
内
の
除

雪
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
過
去

５
年
間
の
除
雪
出
動
時
間
の
平
均

の
６
割
に
当
た
る
委
託
料
を
補
償

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
同
じ

考
え
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
各
小
学
校
の
児
童
を
対

象
に
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

機
器
か
ら
離
れ
ネ
ッ
ト
依
存
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
概
ね

毎
月
１
回
第
１
土
曜
日
の
午
前
中

に
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
学

習
会
を
開
催
す
る
事
業
で
す
。

　

３
時
間
に
分
か
れ
て
お
り
、

１
時
間
目
は
教
師
や
高
校
生
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
児
童
が

持
参
し
た
学
習
道
具
を
用
い
た

学
習
、
２
時
間
目
は
町
の
語
学

指
導
助
手
に
よ
る
英
会
話
、
３

時
間
目
は
読
書
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。


